
都留市消防団　宝分団が準優勝！！
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ガールスカウト山梨県第10団が長崎で平和集会を開催しました。
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漢団員が緊張した面持ちで、
メッセージ入り折鶴を原爆
資料館へ奉納しました。

高校生災害ボランティア養成講座を開催！！

都留市の人口

H22．9．1現在

男15，666人（－14）

女16，373　人（－　3）

計　32，039人（－13）

世帯数11，917世帯（＋　5）
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10月の納税
市県民税（第3期）

国民健康保険税（第4期）

介護保険料（第4期）

後期高齢者医療保険料

（第4期）

納税は便利な口座振替で

臆非常食炊き出し訓練の様子。

都留市民憲章
わたくしたち都留市民は

○健康で明るいまちにいたします。

○自然を愛し、美しいまちをつくります。
○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。
○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。

ば
、
消
防
団
員
の
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高

揚
、
消
防
活
動
の
充
実
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
に
、
山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支

部
並
び
に
都
留
市
の
代
表
と
し
て
宝
分
団

が
出
場
し
、
準
優
勝
と
い
う
見
事
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
各
団
員
は
、
市
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々
訓
練
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
で
は
、
そ

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

「
第
4
6
回
山
梨
県
消

防
団
貞
操
法
大
会
」
が
、

9
月
1
2
日
（
日
）
に
県
消

防
学
校
で
県
下
消
防

団
員
約
1
、
3
5
0
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

山
梨
県
第
1
0
団
は
、

発
団
3
5
周
年
を
記
念

し
て
、
長
崎
で
平
和

集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
1
、
4
5
0
人
の

方
か
ら
集
め
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
入
り
折
鶴
を

奉
納
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、

事
前
学
習
や
原
爆
資

料
館
を
見
学
し
た
こ

と
で
「
平
和
」
の
大
切

さ
を
知
り
、
今
あ
る

自
分
の
自
分
の
幸
せ

を
感
じ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

8
月
2
6
日
に
谷

村
工
業
高
等
学
校

に
て
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た

際
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
必

要
性
や
そ
の
方
法

な
ど
を
講
演
と
実

技
を
通
し
て
学
び

ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し

た
時
の
皆
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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